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研究論文
1．内山書店と文芸漫談会
　上海・内山書店（1917 ～ 45）は、魯迅を始めとして、日中
の文化人や芸術愛好家が出入りし、同好の士のたまり場となっ
ていく。自宅内に書籍を並べて始まった書店だったが、独立し
た店舗を持つようになった 1924 年には、店内に椅子とテーブ
ルが置かれ日本茶が振る舞われた。このスタイルは、店が北四
川路に移転した 1929 年以降も受け継がれる。こうして内山書
店は、書物の流通という書店本来の役割に加えて、文化サロン
としての役割を担うようになる。
　内山書店の主人である内山完造は、講演会や子供たちに童話
を語る会、さらには日本語学校の設立など多くの文化活動に携
わったが、その中核になったのは、内山書店に出入りする仲間
によって生まれた〈文芸漫談会〉であった。その一方で、文芸
漫談会の活動については分らないことが多い。今回、その機関
誌である「萬華鏡」（1927 年・7 月～ 1930 年 4 月？）の多くの
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部分が明らかになったことを受けて、文芸漫談会の活動を跡付けていきたい1。
　そもそも文芸漫談会は、何時結成されたのであろうか。内山完造の回想記『花甲録』2…では、
1922 年の項目に書店に出入りする友人たちが文芸漫談会を作ったとあり、石井政吉や升屋治
三郎の名前が挙がっている。両者とも「萬華鏡」の編集に関わる中心人物である。しかし、「萬
華鏡」第 2巻第 4号（1928 年 10 月）の「後記」によれば、「文芸漫談会生れて三年」とある
ことが明らかになった。この記述を信じるとするならば、会の始まりは 1925 年の秋ごろとい
うことになる。このズレは、おそらく完造による『花甲録』の記述が、後の文芸漫談会の中心
メンバーが書店に集まるようになり、グループが形成されていった時期をその始まりととらえ
たからであろう。文芸漫談会という名称や、機関誌の刊行を含めた活動内容が具体化していっ
たのは「後記」にあるように 1925 年以降のことだったと推測される。
　本稿では、機関誌「万華鏡」の内容を分析することで、文芸漫談会の活動の性格と目的を明
らかにしていきたい。
2．内山完造・漫文の始まり
　雑誌「萬華鏡」において最も数多く文章を寄せたのは、誰あろう編集発行人の内山完造である。
しかし創刊号（1927 年 7 月）に掲げられた同人名簿に完造の名前はない。第 2巻第 1号（1927
年 12 月）の同人名簿になって、ようやく完造のペンネーム「烏
う ち や ま
起山」が登場する。本来は、
あくまで黒子として振る舞い、雑誌の刊行資金などを含めて、背後から会の活動を支えようと
したのが、完造の考えだったのだろう。したがって編集発行人である完造が毎号のように文章
を寄せるのは、不本意であったとも推測される。しかしながら雑誌の編集後記では、たびたび
原稿の遅延・不足が嘆かれていて、完造自らが雑誌の一頁を埋めざるを得ない状況が生じてい
た。結果としてこれらの文章が、後に〈漫談・漫文・漫語〉として知られるようになる内山完
造の文筆活動につながっていくのである。
　内山完造の最初の著書は、『生ける支那の姿』（学芸書院　1935・11）であり、魯迅の序文が
付されている。3…完造は、巻頭に収められた文章「文章文化と生活文化」で、中国には文章で
表現された中国と実際生活として存在する中国の二つがあると説く。そして研究家は文章のみ
を見るが、自分は生活を凝視するのだと宣言する。ここからは、完造の漫談が、何よりも上海
に暮らす中国の庶民への眼差しを中核としたものであることが分る。『生ける支那の姿』の後も、
完造の著書は、『上海漫語』（改造社　1938）、『上海夜話』（改造社　1940）、『上海風語』（改造
社　1941）、『上海霖語』（講談社　1942）と毎年のように刊行されている。内山完造の名前は、
書店の主人という立場を超えて、同時代の上海の生活をとらえた書き手として広く流通してい
くのである。これら完造漫談の原点が、内山書店のサロンにおける談話にあり、「萬華鏡」に
発表された文章がその嚆矢となっている。
1… 中沢弥「上海・内山書店と文芸漫談会　附「萬華鏡」細目（創刊号～第３巻第４号）」（多摩大学研究紀要「経営
情報研究」2017）に、雑誌「萬華鏡」の概要と掲載作品の細目を報告した。本稿と合わせて、参照いただきたい。
2… 内山完造『花甲録』（平凡社・東洋文庫 2011.3）
3… 本庄豊『魯迅の愛した内山書店』（かもがわ出版　2014・2）によれば、『生ける支那の姿』以前に 17 話を収録し
た漫文集が私家本として刊行されているとのことであるが、詳細は不明である。しかし、それは私的に知友など
に配られたものであり、公刊されたのは『生ける支那の姿』が最初である。
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　「萬華鏡」における完造の文章は、「一杯のお粥」（創刊号）、「二杯の残飯」（第 2号）、「此の
一パイが」（第 3号）と連続して発表されている。一杯、二杯といった語を含む題名から分る
通り、いずれも上海庶民の食にまつわる話である。「一杯のお粥」は、屋台のお粥の話で、開
店直後には買わずに遠巻きにしていた男たち（「車夫　船夫　轎夫　苦力」）が、粥がある程度
売れてから買って食べるというもの。その理由は、後になるほど粥が濃くなるからである。肉
体労働者たちにとっては、同じ値段で少しでも濃い粥が必要なのである。「二杯の残飯」は、
残飯を運び出す男に分けてくれるようにつきまとう二人の乞食の話である。4…通りがかった〈先
生〉（肉体労働者ではない、旦那格の人物）は、運搬人が二人に二杯ずつ残飯を分けるよう裁
定を下す。この文章で興味深いのは、腹を空かした二人ではあるが、力ずくで残飯を奪うこと
はしない点である。暴力に訴えることは、罪に当たるという意識なのだろう。また、運搬人は
運搬を任されただけで残飯の所有権はないので、彼等に残飯を与えることをためらう。となる
と〈先生〉の裁定は重要である。もちろん〈先生〉の裁定に法的な根拠はない。しかし、もめ
ている当事者の主張ではなく、第三者による判定を可として受け入れる習慣がここにはある。
裁定する人がなければ、二人はいつまでも運搬人につきまとっていただろう。
　「此の一パイが」については、以下に全文を引用しておこう。
アスフアルトの路は百三十度の炎熱に沸えて居る
炎天に働らく人々の為めに上海の夏は丸で拷問の責道具だ絞首台の縄だ
ジメジメする梅雨が晴れる頃から市中を歩るいて目につくのは
此処の並木の木陰に
彼処の電柱の下に
路傍に
家の小陰に
小さい家台にトタン製や土焼の水甕の茶
ゾウドン
桶が出る
全く自由に呑んでよい熱いお茶が生命の水が湛へられて居るのだ
こんなに沢山に出て居る茶桶は一体何処から出して呉れるのであろふか
警察の命令か　市役所の命令か
云ふな〈警察の命令でも市役所の市営でもないのである
誰れが云ふでもまい
只々熱い夏が来るとそれは極めて自然に出さうと思ふ人が勝手に出して居るのである
私は思ふ
こんなのがホントの社会事業であると
　文章は、改行の多い、散文詩のような形式になっている。これは、一人一頁というスペース
を埋めるためであるのかも知れない。完造に限らず「萬華鏡」にはこうした散文とも散文詩と
も判断がつかない作品が散見する。「萬華鏡」同人が、プロの作家の集まりではない証拠でも
あろう。完造の「此の一パイが」の内容はと言えば、夏の炎天下を行く人のために街の住人が
路上に誰もが飲めるように茶桶を置く様子を描いている。内山完造の最初の著書『生ける支那
4…「二杯の残飯」と同じ内容の文章が、『生ける支那の姿』では、「残飯」として収められている。
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の姿』の「便茶」と同じ素材である。それによれば、こうした習慣を〈便茶〉または〈涼茶〉
というらしい。習慣として生水を飲まない上海の中国人には、温かいお茶の供応が有り難がら
れる。また、「便茶」を読むと、その対象は主に人力車夫や荷物運びのような肉体労働者へ向
けてのものであることが分る（もちろん一般の通行人が飲んでもよいのだろうが）。
　「此の一パイが」と「便茶」を比較してみると、「便茶」の方は短くブツブツと改行すること
もなく、通常の散文の形式になっている。分量も三百字程度の「此の一パイが」に対して「便
茶」は六倍くらいある。したがって内容も豊富で、上に引いた〈便茶〉の説明一つとっても分
りやすい。「便茶」の冒頭は、馬車や荷車を曳く馬のための水槽が官費でもうけられることを語っ
た後で、商店主や住民たちが自前で出す便茶の話になる。つまり、馬には公的費用が投ぜられ
るが、人間（労働者）はほったらかしと言うことである。それを補うのが、市民による自発的
な茶の提供である。便茶の話題に転じる文章は、「百三十度の炎熱に、アスハ
ママ
ルトはブツ〈ほ
うずきを破裂させてゐる。」（「便茶」）という表現になっている。これは、「此の一パイが」の
冒頭の文章を書き直したものであろう。このように「便茶」に生かされている部分もある一方で、
「拷問の責道具だ絞首台の縄だ」といった「此の一パイが」にある過剰な表現は避けられている。
　また、「便茶」では、内山完造自身が茶桶を出していることが書かれており、時々桶に小銭
が入れられていることがあるという。完造は、最初子供の悪戯と思ったとのことだが、実際は
茶を飲んだ黄包車夫（人力車夫）が、お礼の気持ちをこめて置いていったらしい。決して多く
ない賃金の中からでも、お茶の礼をしようという心遣いである。このエピソードは、「萬華鏡」
の次号に載った「詩」（第 2巻第 1号）で取り上げられている。タイトルが「詩」になってい
るように、やはり散文詩的な形式である。
　再び「此の一パイが」に戻れば、誰からも命じられたものではない自発的な習慣であること
が、「こんなのがホントの社会事業であると」という最後の一文で強調されていることが見て
とれる。一方、「便茶」は、こうした習慣を持たない西洋人と対比して、中国人の親切心と礼
儀心に完造は共感する。文章の長さも関係するだろうが、冒頭の馬と人間の対比を含めて、理
屈っぽいといえば理屈っぽい。それに対して「萬華鏡」の漫文は、いわば完造の生の感情を吐
露したものになっている点をその特徴として強調したい。
　完造の文は、その後も「飲酒」（第 2巻第 2号）、「売分芽豆」（第 2巻第 3号）と、一人一頁
という決まりを実直に守って順次掲載されていく。長さからいうと〈漫文〉とも言えない短さ
だが、定期的に筆を取るという習慣とともに、内容から見ても後の〈漫文〉の原点となってい
ることは確かである。「萬華鏡」という場は、文章家・内山完造を生み出した母胎となってい
るのである。
　「萬華鏡」同人では、山口慎一が大内隆雄のペンネームで文芸評論家・翻訳家として
活躍し5、升屋治三郎も劇評家として戦後にかけて活発に活動する。また、井東憲や金子光晴
といった同人外の既成作家の寄稿も見られる。しかし山口、升屋にとって「萬華鏡」での活動
はその一部であったり、既成作家の寄稿は文字通り単発の事象であったことからすると、「萬
華鏡」が生み出した唯一の著述家は内山完造ということになる。もちろん、完造の多様な社会
的・文化的活動全体からいえば、〈漫文家〉としての顔はその一面に過ぎない。
5… 古丁著・大内隆雄訳『平沙』（中央公論社　1940）、大内隆雄『満州文学二十年』（国民画報社　1944）などの著書がある。
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3．「詩歌特輯号」について
　雑誌「萬華鏡」も 2年目に入り 1928 年の新年号（発行日は
前年の 12 月 28 日になっている）は、「詩歌特輯号」と銘打っ
て刊行された（図 2）。管見の限りで、特輯をうたっているのは
この号だけである。第 3巻第 3号（未見）は、前号の予告では、
中国の演劇についての特集（評論と翻訳）の予定となっていた
が、原稿が集まらず普通号になったという。したがってこの「詩
歌特輯号」は、雑誌「萬華鏡」のなかでも意義深いものであろう。
　特輯をうたっていることもあり、巻頭には「寄稿」として井
東憲・臼田亞浪・西村陽吉など同人外からの作品が掲載されて
いる。「寄稿」部分の作者とタイトルを以下に挙げておこう。
　　井東憲「ピストルの夜」
　　臼田亞浪「短日抄」
　　西村陽吉「祭日の神経」
　　若草伸太郎「帰国」
　　穆羅茶「A.R.F」
　　張若谷「到法国去」
　井東憲の詩「ピストルの夜」は、「今夜の曇天は／憂鬱な泥海だ／黄浦の額が充血に破れ／
妖怪色の月が一寸燃えて消えた／きつと雷雨襲来なんだ／どこかでにぶいピストルの音がす
る」というもので、上海の夜の妖しげで危険なイメージを追っている。井東憲は、断続的に上
海に滞在しているが、この特輯号が出た直後の 1928 年 1 月に上海から日本に帰国している。
1927 年の秋には、帰国が決まっていたようで、文芸漫談会主催による送別会が開かれている。6…
臼田亞浪は、「短日抄」として、「枯葉路粉虫の舞ひを追ひながら」など十五首を寄せている。
西村陽吉は、石川啄木の『一握の砂』（1910 年）などを出版している東雲堂主人で、自らも歌
人として活動した。この特輯号に寄せた「祭日の神経」は十首の連作で、新しい街を作る工事
も工場の操業も休みとなった祝日の一日をうたう。「可愛さうなうぢ虫のやうな女工たちは
　けふは見えない　よい祭日だ」「家賃は十五円ぐらゐだろ　古びた家の庭にしみじみ小春日
が射す」など都市の中でひっそりと暮らす庶民の姿をとらえているところに、生活派の歌人と
しての面影が見える。若草伸太郎は、「萬華鏡」の同人でもあるが、この時期には東京在住であっ
た。他の同人の作品とは別扱いで「寄稿」欄に含まれているのはそのためでもあろう。「五
いつとせ
歳
を漢土にすごしすべをなみ帰りゆく身に波しぶき飛ぶ」など帰国に臨んでの歌の他、「以下東
京にて」として帰国後の作品を含めた十首を寄せている。
　この「詩歌特輯号」は、上海からの帰国者も含めて、東京の文壇とのつながりをアピールす
る形になっている。さらに「寄稿」欄の最後には、中国語による作品を掲載することで国籍に
図 2　詩歌特輯号表紙
6…「萬華鏡」第３号の編輯後記にあたる「NEWS＆ NOTES」には、文芸漫談会主催の井東憲送別会が 10 月 28 日に
東亜酒楼で行われたことが報告されている。
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こだわることなく、言語的にも中国語と日本語が混在する場として雑誌を編集しようとする意
識があらわれている。「A.R.F」のアルファベットは、アメリカ・ロシア・フランスを意味し
ている。諸外国が幅を利かす、租界都市上海の現状をえがいている。
　「寄稿」以外の作品はどうかというと、上海を題材にしたもの、日本国内をうたったものと様々
であり、形式も詩・短歌・俳句から漢詩までに多岐にわたっている。中には陸軍軍人で〈支那
通〉としても知られる山懸初男（筆名、臥牛庵）のように短歌と漢詩の両方を寄稿している人
物もある。そうした中で升屋治三郎の「ごるふ大名――若柳吉三郎師に贈る」は、ちょっとし
た変わりダネである。日本舞踊家の若柳吉三郎に献じられているが、唄の歌詞であるという点
では、〈詩歌〉に含まれるのであろう。面白いのはその内容で、関ヶ原で大名がゴルフで勝負
するというものである。戦国時代とモダン・スポーツをミックスした舞踊作品が想定されてい
る。内山完造は、前章で触れた「詩」を寄稿しているが、創刊号以来の漫文と形式は同じであ
り、あえて「詩」と題しているのは疑問でもある。そもそも目次では「雑文」に含められており、
「詩歌特輯号」にあわせて無理やり「詩」と題したのだろう。「詩歌特輯号」ではあるが、連載
小説（秋元二郎「創子」）も掲載されており、収録作品の全てが詩歌というわけではない。
　そうした中で、島津四十起が寄せた文章は、「萬華鏡」内の不協和音を示してもいる。島津は、
上海で出版社・金風社を経営するかたわら、俳人・歌人としても知られている。7…また、上海
を訪問した文学者の案内役としても活躍し、芥川龍之介の「上海游記」（1921 年）などに名前
が見える。四十起の号は、四十歳にして満足できる作を得たという意味のものである。島津は、
西村陽吉が編集した自由律の短詩集『第一短詩集』（素人社　1926）にも作品を寄せている。
西村が「詩歌特輯号」に寄稿しているのも、島津とのつながりからであると考えられる。
　さて、問題の島津の文章「一滴」だが、自分には、いつどんな時でも歌を詠めるような素質
がないと断った上で、旧作から一首だけ寄稿するとして、「心わるさ言はん方なし寝入りたる
顔に一滴落ちしゝづくは」という歌を書き写している。旧作とあるが、おそらくそれは違うだ
ろう。というのは、歌に続けて、「詩歌特輯号」の編集担当であった杉本勇（本文には「杉木」
とあるが誤植だろう）が、「上海毎日新聞」紙上で、「萬華鏡」第 3号に載った島津の文章を嘲
笑したとして抗議をしているからである。その島津の文章とは「腹を立てゝる」と題するもの
で、第 2号に自分が寄せた俳句の活字が大きすぎるという不満を述べたものである。第 2号の
島津の「短詩」は、二つの俳句を他の頁より大きな活字で並べたものであった。これに対して
島津は、自分が威張っているように見えるとして、編集担当に対して苦情を述べたのである。「上
海毎日新聞」の杉本の文章は未見であるが、島津によれば「人身攻撃の毒矢を放ち侮辱と嘲笑
をあぶ
ママ
せかけた」ものだったというのである。こうしたやりとりから察すると、寝ているとこ
ろにしずくがかかったという「心わるさ～」の歌は、杉本の攻撃についてしたためた一首であ
ると言える。
　この島津・杉本の論戦をどう評価したらいいのかは難しい。島津の句の活字を大きくしたの
は、一人一頁という枠に合わせて余白を減らそうとしたようにも見える。島津の怒りというの
も、いわば仲間内の雑誌である「萬華鏡」の行き違いを、「上海毎日新聞」という公的な場で
取り上げたことへの怒りだったのかも知れない。もちろん二人は文芸漫談会の中で互いに顔見
知りの間であるわけだから、決定的な仲違いというわけでもなかろう。島津の怒りの度合いは
7… 和田博文ほか編『上海の日本人社会とメディア』（岩波書店 2014.10）の「金風社」の項目参照（和田博文執筆）。
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ともかくとして、この騒動（？）は、「萬華鏡」と上海で発行されていた日本語新聞との関係
を浮かびあがらせてもいる。当時、上海には「上海日日新聞」（1914 年創刊）、「上海日報」（1904
年創刊）とこの「上海毎日新聞」（1928 年創刊）があり、遅れて「大陸新報」（1939 年創刊）
が創刊される。東京に比べれば遙かに小さい上海の日本人コミュニティの中では、文芸漫談会
のメンバーは、新聞の文化欄の執筆者として重宝されていくことになるのである。
　さて、この「詩歌特輯号」は、本文の頁が全て赤い線の枠で囲まれていて、通常号との違い
を出している。執筆者の数も多く、この特輯号のみという人物も多い。東京からの寄稿という
のも一つの特色である。また特に俳句の寄稿が多いのは、「編輯後記」に「上海俳句会」の協
力を得たとあるので、そのためだろう。「上海俳句会」の詳細は不明だが、上海に多くの日本
人が暮らすようになると共に、こうした芸術愛好家のグループがいくつも出現していたことが
推測される。雑誌「萬華鏡」は、そうしたグループと連携しながら誌面を作っていったのである。
4．文芸漫談会の輪の広がり
　「萬華鏡」の母胎は、文芸漫談会を名乗っているものの、創刊号の「編輯の言葉」に「『万華
鏡』は只に文芸雑誌に止らずしてあらゆる種類の芸術雑誌にしたい希望を持つてゐる」とある
通り、文学以外の芸術にも門戸を開いていた。そのあらわれの一つが創刊号から存在するグラ
ビアページである。本文とは異なる用紙に絵画や写真作品が印刷されている。
　創刊号にはグラビアページが 4頁あり、山口秀三郎「壺」、清水董三「虹橋路」、茨木完「蘇
州の秋」、大島亮治「徐家滙」の 4点の絵画の写真版が掲載されている。静物画の「壺」を除
いて、いずれも上海と近隣の蘇州の風景を描いたものである。このうち、清水董三は、東亜同
文書院の卒業生で、この当時は同校の中国語の教授を務めていた。後に外交官として活躍する
ことになるが、兄に画家の清水登之（1887 ～ 1940）がいて、董三にも絵心があったようだ。
とはいえ彼にとって絵画は、余技といってよいだろう。清水以外の三名については、山口秀三
郎は内外綿会社、茨城完は東洋棉花会社、大島亮治は日華紡績会社と、勤め先は異なるが紡績
会社の社員8…である。おそらく、同業種の社員同士で作られた、アマチュア画家の集まりがあっ
たのであろう。「萬華鏡」に小説を寄稿している秋元二郎も、半田棉行の社員9…であり、創刊
号の「編輯の言葉」によれば、雑誌「棉の実」に小説を寄稿したという。「棉の実」という雑
誌名からは、紡績会社社員による同人誌であったことがうかがわれる。上海において企業や同
業種内での芸術サークルの活動が活発だったことが推察できる。
　第 2号にはグラビアページが無く、編者も投稿がなかったことを残念がっている。続く第 3
号には写真作品が掲載されている。碓氷呼和美「豆の花」と「柱」、「芙容」の 3点と下里恵以
司「静物」の合計 4点である。1930 年頃に流行した、ソフト・フォーカスを多用した〈芸術写真〉
である。同号の「編集後記」にあたる「NEWS…&…NOTES」には、上海の光画研究会に協力を
得たとある。碓氷の作品は、第 2巻第 1号にさらに 4点の作品が載せられている。碓氷は、「ア
サヒカメラ」にも優秀作品として作品が掲載されており、上海から熱心に投稿を続けていたと
考えられる。
8… 大橋毅彦「上海・内山書店文芸文化ネットワークの形成と奥行」（関西学院大学「日本文藝研究」2009.9）、『昭和
文学の上海体験』（勉誠出版　2017・3）所収による。
9… 注 7 と同じ。
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　第 2巻第 2号も、引き続いて碓氷、下里の写真作品が掲載されているが、4ページあるグラ
ビアの 1ページは、「ダヌンチオ　森君」「ムツソリーニ　国民座　坪内先生」とキャプション
がある舞台写真にあてられている。それぞれダヌンチオに扮する森岩雄とムッソリーニに扮す
る坪内士行の写真である。前者の出典は不明だが、後者は宝塚国民座の坪内士行作「現代劇世
界の偉傑ムツソリーニ」の舞台写真であろう。雑誌の本文に関連した文章は無いので、穴埋め
として使われたのかも知れない。ここには文芸漫談会のメンバーと演劇研究の深い関わりがあ
る。日中の演劇人との人脈も「萬華鏡」にとって重要であった。
　文芸漫談会の前身とも言えるのが、1923 年に結成された〈支那劇研究会〉である。翌 1924
年 9 月には、機関誌「支那劇研究」（1924・9 ～ 1926・12 ？）を創刊している。その中心にい
たのが升屋治三郎と竹内良男（筆名　都
つ じ た け こ
路多景湖）である。他の執筆者には、竹内の師にあた
る辻聴花や坪内士行などの名が見える。升屋は文芸漫談会の中心人物であり、竹内も都路名義
で途中から「萬華鏡」に投稿するようになる。雑誌「支那劇研究」の編集・発行人は内山完造
であり、「萬華鏡」に先だって完造が発行を引き受けている点でも、文芸漫談会の原点と言え
るであろう。一方でグループが研究会を名乗っていることから分る通り、中国演劇の学術的な
探求に特化した集まりであった。文芸漫談会は、演劇という狭いジャンルに縛られない、より
間口の広い場として出発したのである。
　「萬華鏡」にとっても演劇が重要なジャンルであることは変わりない。明石博臣「誕生する
もの」（第 2巻第 2号）、馮乃超作・升屋治三郎訳「喜劇　県長（三幕）」（第 3巻第 1号～第 2号）
などの戯曲作品や、欧陽予倩「演劇改革の理論と実際（其の一）」（第 3巻第 4号）などの演劇
論が掲載されている。
　さて、残念ながらグラビアページは、第 2巻第 2号を以て姿を消す。作品が集まらなかった
のか、あるいは本文とは異なる用紙を印刷・製本するために費用的な問題があったのかも知れ
ない。しかしグラビアページは、文芸漫談会の周囲に存在したいくつかの芸術愛好家グループ
を、雑誌に結びつける役割を果たした。
　そうしたグループについてさらに加えるとすると、第 3号の「NEWS…&…NOTES」には、上
海に映画研究会が出来たことも報告されている。月に一回映画の鑑賞会を開くとのことで、「萬
華鏡」同人にも参加するよう勧誘がなされている。その後、「萬華鏡」の第 2巻第 3号からは、
映画に関するコラムを集めた「SHADOW・LAND」というコーナーが開設される。同号の「編
輯後記」には上海映画鑑賞会のメンバーに執筆して貰ったとあるが、映画研究会と同じグルー
プのことだろう。「SHADOW・LAND」の欄には、チャップリン、グレタ・ガルボから、日
本の大河内伝次郎まで、様々な映画についての話題が詰まっている。上海という場所は、日本、
中国の映画だけではなく欧米の映画もいち早く上映されるまさしく租界都市であった。
　以上のように絵画を趣味とするグループや光画研究会、演劇研究のグループから上海映画研
究会、前章で触れた上海俳句会など、文芸漫談会は周囲の芸術愛好家グループを巻き込みなが
ら大きなうねりを形成して行ったのである。
5．魔都上海のイメージ
　本章では、「萬華鏡」に掲載された小説について概観する。短詩型文学や雑文的なエッセイ
に対して、小説の掲載作はごくわずかである。その一方で、小説には周知のように村松梢風の
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小説『魔都』（小西書店　1924）によって広まった魔都・上海のイメージが充満している。す
でに、詩では井東憲「ピストルの夜」に魔都のイメージが表出されていたが、ここでは小説作
品の中に魔都のイメージを探して行こう。
　上海の夜を彩るのは、先ずはダンスホールである。創刊号に掲載された若草伸太郎「上海
の GLIMPS（その一）　ある踊り子の日誌」は、東京に子供を残して上海でダンサーをしてい
る女性の日記という体裁で書かれている。彼女は、離ればなれになった子供のことを思い出す
一方で、ダンサーとしての収入では生活できず、部屋代を払うために身を売らなくてはならな
い。日誌には、内山書店でロダンの「娼婦なりし女」の写真版を見るという記述がある。娼婦
に身を落とした自身の像に重ねて合わせているのである。金銭的な自立を目指してやって来た
上海でさらに零落していくという女性の像は、ステロタイプといって良い。この作品、（その一）
となっているが、続きは掲載されなかったようだ。
　同じく創刊号の秋元二郎「女」もダンスホールを舞台としている。一人のダンサーを二人の
男が競い合う様を描く。「『岡さんと先
エンゲージ
約』女は島津を愛してゐた、が実際タンゴは岡の方が巧
かつたから。」とある。島津という男を愛しながらダンスは岡を優先するというダンサーの割
り切った態度が、男たちの競争意識に火を付ける。ここで注目したいのは競い合う二人の男の
苗字だ。「萬華鏡」同人である岡正虹10、島津四十起と同姓の人物が登場する。実際にあった
エピソードなのか、名前を借りただけなのかは分らない。若草伸太郎の作品に内山書店が登場
したように、この二編の作品には楽屋落ちの趣があり、小説としてあまり評価はできない。
　秋元二郎は、「萬華鏡」のなかでは、継続的に小説を投稿した人物である。「創子」（第 3号、
第 2巻第 1号～第 4号、第 3巻第 2号）という連載小説まである。「創子」は、「萬華鏡」中最
も長い作品と言えよう。その秋元二郎の「黎明」（第 3巻第 1号）も、娼婦となった日本人女
性を登場させている。主人公は、神戸で食い詰めて妻子と共に上海に渡ってきた四十男。妻は
病気となり、男は遊蕩に身を持ち崩す。怪しげな二階家で再会したのが、上海行きの船で一緒
だったお咲で、彼女は娼婦となっていた。男は、女とバクチに金を使い果たし、お咲と妻を殺
して自殺してしまう。7歳の息子は、隣人に引き取られる。上海を舞台としているが、ストーリー
自体はありきたりの家庭崩壊劇である。
　ちなみに連載小説「創子」は、ヒロイン創子とその許婚者・小野の二人が、互いに相手の浮
気を疑うというすれ違い劇である。南京路に二人でショッピングに行ったところ、小野は知り
合いのダンサー秀子に会ってしまい、創子は嫉妬する。創子は幼なじみの岡に相談するが、そ
の二人が一緒の姿を観て今度は小野が嫉妬するというものである。パブリックガーデンでの待
ち合わせで創子に会えなかった小野が名刺を残して去り、その名刺を拾った秀子が小野の創子
へのメッセージを改変するといったシーンがみられる。その後創子はインフルエンザで危篤と
なり、岡は自分が創子の血を分けた兄なのだと説明する。上海の街の名所を取り入れたメロド
ラマである。
　「萬華鏡」にあって小説は、主流にはなり得なかった。その一方で、魔都・上海のイメージ
を反映した作例として、1930 年前後の時代相を色濃く反映している。
10…ミズノ・セーコー名義で「昔の映画時代」（第 2巻第 4号）を寄稿している。
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6．パン・ウルガワの活躍
　「萬華鏡」創刊号の表紙は、上部に雑誌のタイトルをあしらい、
木版画風の人物像を中央に配置した簡素なものだった（図 1）。
ところが第 2 巻第 3 号からは、タイトルと絵が表紙全体を覆
うようになり、さらに「萬華鏡」のタイトルの下には「LA…
KALEJDOSKOPO」とエスペラントが記されるようになる（図
3）。表紙だけではなく、目次（図 5）や本文中にもカットが多用
され、「萬華鏡」はそれまでとは全く異なった雰囲気の雑誌になっ
ていく。こうした変貌をもたらしたのは誰かといえば、パン・
ウルガワこと宇留河泰呂（1901 ～ 1986）である。
　パン・ウルガワが上海にやってきたのは、1927 年、時期は不明
だが「萬華鏡」が創刊される前後のことだろう。目的は、絵画の
修行のためにフランス行きを目指してのことだった。宇留河の回想記「昼の花火」11…によれば、
村松梢風に紹介されて内山書店を頼ったという。上海芸術大学で油絵の講師をするとともに、
内山書店に出入りする人々との交遊が始まる。金子光晴は、その印象を「セーラーパンツをは
いて、藤田嗣治のようなお河童あたまで、風来人のような恰好で歩いていた」12…と書いている。
　パン・ウルガワの絵が最初に表紙に登場したのは、実は 1号前
の第 2巻第 2号である。パラソルと人物をあしらった絵は、創刊
号からの表紙と同じく表紙の中央部に小さく置かれていた。タイ
トルの活字なども創刊号以来のスタイルを踏襲しており、端的に
言ってそれまでの表紙にパン・ウルガワのカットをはめ込んだだ
けのものだった。これにはパン・ウルガワ本人は不本意だったら
しく、タイトルも含めた表紙全体をトータルにデザインした第 2
巻第 3 号の表紙になったわけである。第 2 巻第 2 号には、パア、
ウウ名義で「LA…FABELOJ…DE…PAN」という文章も掲載されて
いて、彼が正式に「萬華鏡」の執筆者に加わったのはこれ以降と
いうことになるのだろうが、パン・ウルガワの影は、すでに第 3
号から感じ取ることが出来る。というのは「萬華鏡」に掲載され
た広告は、それまで同じ大きさの活字を並べただけだったのが、
第 3号の内山書店の広告は、大きさの異なる「本」という活字が
斜めに配置されているからである。素朴な例ではあるが、萩原恭次郎の『死刑宣告』（長降舎
書店　1925・10）のタイポグラフィに通じる。また、同号のトーマス洋装店の広告（図 4）には、
男女の人物のカットが使われるとともに「『春は馬車に乗つて』／『秋は汽車に乗つて』／そして
『トーマスの新柄は船に乗つて』」という斬新（？）なコピーが登場する。言うまでもなく、こ
のコピーは、横光利一の小説『春は馬車に乗つて』（1926 年）のパロディなのだが、第 2号に
載った広告の「今日のロンドンの流行は／今日「トーマス」でお作り申します。（後略）」とい
う生真面目なコピーとは本質的に異なるものである。さらに西洋人の紳士淑女の顔のデッサン
11…宇留河泰呂「昼の花火」、『日本デザイン小史』（ダヴィッド社　1970・9）所収
12…金子光晴『どくろ杯』（中央公論社　1971・5）
図 4　第 3 号裏表紙の広告
図 3　第 2 巻第 3 号表紙
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には、「VANITY…Fair」「a…la…mode」などの文字が添えられている。これらのカットに署名は
無いものの、同じ紳士の顔のカットは、第 2巻第 3号のトーマス洋装店の広告にも登場し、こ
ちらにははっきりとパン・ウルガワが主宰する「コメツト図案社製作」との記載があるので、
広告全体がパン・ウルガワによるデザインであることは確実である。ちなみに、〈コメツト図
案社〉の広告が「萬華鏡」第 2巻第 3号に掲載されており、看板のデザインから本の装丁まで
幅広く請け負うものとされている。〈コメツト図案社〉の連絡先は内山書店である。
　さて、パン・ウルガワこと宇留河泰呂は、実験的な雑誌「ゲエ・ギムギガム・プルルル・ギ
ムゲム」（1924 ～ 26）の同人であり、前衛美術家のグループ「単位三科」（1926 年）に参加し
ていた。先にタイポグラフィに関連して萩原恭次郎を例に出したが、実際に萩原や『死刑宣告』
の装幀に関わった村山知義らマヴォの仲間とも近い関係にあった。「萬華鏡」へのパン・ウル
ガワの参加によって、雑誌にはダダや未来派の要素が注入されていくのである。
　さて再び「萬華鏡」第 2巻第 3号に戻ろう。表紙を突き破るようなデザインはインパクトが
あるが、それだけではない。「編輯後記」に「装幀及図案カツトをパン・ウルガワ君に援助し
て貰ふ事になつた」とある通り、パン・ウルガワの作品がいたるところに見られる。先ずは、
目次の上部を飾る文様。続く扉には、後ろ向きの人を背に乗せた馬（あるいはロバか？）が椅
子の上に乗っているという、サーカスの一場面を思わせる絵が使用されている。収録されてい
る文章やコーナ （ー雑文を集めた「る・しや・のあある」と映画関係の文章を集めた「SHADOW・
LAND」の二つ）の冒頭には、十三枚に及ぶカットが添えられている。ページを繰るごとに彼
の絵があらわれるといっても過言ではない。カットだけではなく「玉葱が、煉瓦の路で、つや
つやとむくれた sentiment を素肌のまんまひかつていた」で始まる「青い牙喇斯でこさえた航
路」というパン・ウルガワの詩（「附記」によれば旧作とのことだが）が載せられている。そ
の他にトーマス洋装店などの広告も「コメツト図案社製作」なので、雑誌全体がパン・ウルガ
ワの舞台だといっても過言ではない。
　良くも悪くも同人誌的な体裁だった「萬
華鏡」は、第 2巻第 3号を境にモダンな雑
誌になっていく。もちろんこれはあくまでビ
ジュアル的なものであって、掲載されてい
る文章や詩歌などが、パン・ウルガワの詩
のように前衛的になったわけではない。し
かし、升屋治三郎「時流明園申園賽狗譚」（第
2巻第 4号）の一部に、タイポグラフィの実
験が見られるのは、パン・ウルガワの影響
と言って良いだろう。ちなみにこの漢字ば
かりのタイトルには「グレー・ハンド・レエ
ス・ものがたり」とルビが振られている。こ
の年に始まった申園でのドッグレース13の様
子をとらえた作品であろう。レースに熱狂する人々の声をひろった「噯呀」「南無三紅だ！」といっ
た文字が斜めになったりひっくり返ったりしている。
　その後の「萬華鏡」を見ておこう。第 3巻に入ってカットの数は減少していく。一方で、第
図 5　第 2 巻第 3 号目次のデザイン
13…和田博文ほか編『上海の日本人社会とメディア』（岩波書店 2014.10）p241
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3 巻第 1 号の目次は、均等に題名や著者名を並べるのではなく、いくつかのブロックに分け、
ブロック間に段差をもうけたり、横書きのブロックがあるなど凝ったデザインになっている。
その後第 3巻第 4号では、カットが無くなり、パン・ウルガワの図案は表紙、扉絵と広告のみ
となる。元の簡素な体裁に戻ったとも言えるが、目次と巻末の「のん・しやらん」と題された
同人雑記的なコーナーに本文と異なる黄色い紙を使用するなど、ビジュアル面にも気を配った
編集となっていることは、創刊当初とはあきらかに異なるものである。
　こうしたパン・ウルガワの活躍の背景には、フランス行きを目指して上海に飛び出してきた
彼への、内山完造による金銭的な面における配慮が推測できる。「萬華鏡」のカットなどに稿
料が支払われたかどうかは分らない。少なくとも「コメット図案社」名義の広告デザインには、
いくらかは支払われたであろう。金額の多寡はともかくとして、パン・ウルガワへの支援の気
持ちが、内山完造にあったことは確かである。また、パン・ウルガワのデザインによる萬華鏡
原稿用紙なるものも売り出されていたようだ。200 字詰めのもので、「萬華鏡」への投稿には
この原稿用紙を用いて貰いたいとある。14
　パン・ウルガワのもたらした清新な風は、「萬華鏡」に留まらず上海で刊行された雑誌や書
籍にまで及んでいく。すでに大橋毅彦15、中村みどり16…の論考で紹介されているが、張資平が
創刊した文芸雑誌「楽群」の表紙や楽群書店から刊行された書籍（アップトン・シンクレア『石
炭王』、『資平小説集』など）の装幀をパン・ウルガワは手がけている。また、「萬華鏡」同人
で東亜同文書院の学生だった山口慎一の依頼で、東亜同文書院二十五期生大旅行記念誌『線を
描く』（1929・3）の表紙を担当した。そして特記すべきは、魯迅との縁である。パン・ウルガ
ワは、魯迅『柳絮』の装幀を手がけ、1929 年 4 月の「パン・ウル個人絵画展覧会」では、「逆
立ちする娘」という絵を魯迅が購入するなどの交流があった。1920 年代の日本の前衛芸術の
動向に立ち会ったパン・ウルガワのブック・デザインは、上海の作家たちの注目を集めたのだ。
　上海に 3年程を過ごしたパン・ウルガワは、やはりフランスを目指して上海にやって来た金
子光晴に肩を叩かれて重い腰を上げる。上海を船出したパン・ウルガワは、ジャワやシンガポー
ルを放浪した後にパリにたどり着く。パリでグラフィック・デザインに目覚め、以降はデザイ
ンの世界で活躍するようになる。
7．金子光晴の旅立ち
　「萬華鏡」の特徴の一つは、その執筆者の多さであろう。創刊時から同人外の寄稿は多数あ
り、「本誌への投稿は会員のみの特権ではないのだから遠慮無く投稿して頂きたい。」（「Apres…
La…Compilation」第 2巻第 4号）とあるように、広く門戸を開いている。また、上海という土
地柄もあって人の出入りが多いこともその要因として考えられる。転勤や日本への帰国によっ
て上海を去る人がある一方で、新たにやってくる人も多かったことが推測できる。ここでは「萬
華鏡」に載った金子光晴の詩について考察する。
　第3巻第2号（1929年4月）では、金子光晴と山口慎一の二人の送別を記念して（行く人送る人）
欄が設けられている。金子光晴が寄稿したのは「上海」（図 6）という詩である。
14…第 2 巻第 4号の「Apres…La…Compilation」、及び第 3巻第 1号の「編輯後記」
15…注 7 に同じ。
16…中村みどり「陶晶孫のプロレタリア文学作品の翻訳（続）」（「中国文学研究」2009・12）
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　　　　上海
貴様はのぞいたか。あの腐つたため槽。こげついてゐる大
い り な べ
窩鍋を。
そのなかに蠢めいてゐる上海の臓腑を……。
弱い、歪んだ手すりによりかゝつて、
俺はいま、黄浦江を悲しんでゐる。
およそ、帆のかたちほど面白いものはない。
流れ、散つてはまた、水の上に生まれる一簇よ。
チビた鉛筆のはこをみるやうに、碼頭に檣が聚る。
軍艦のけぶりと、塵煙でまつ黒な上海の空に、白い魚の眼のやうな太陽が迷ふ。
鉄朱色の川水は、紅錫包の画かんばんの下、プートンのくづれた煉瓦塀と、古い窖の弓門
を、昼も夜もピチヤ〈とはたいてつヾく。
……鎖と鎖とがきみしあふやうに、荷上苦力の悲鳴がきこえる。
咀ふべき「悪徳主義」よ。嗤ふべき「人間主義」よ。あるひはヒステリカルな「虚無思想」よ。
すべての耳よ。たしかに聞け。
蘇州河の上を往来する一輪車の轟。
貴様はのぞいたか。あの腐つたため槽。こげついてゐる大窩鍋を。
その底のたまらない人間の悲叫、血塗な怨訴、憧哭のうめきを、できものヾ背に下す新し
い笞、痛い笞のひヾきを……。
　　　　　　（「二」略）17
　上海との別れにあたって金子が描き出したのは、苦力らがあげる苦痛の叫びに満ちた黄浦江
の風景である。ヒューマニズムなど吹き飛んでしまうような過酷な状況に置かれた肉体労働者
たち。彼等の叫びに蓋をするように威圧する外国の軍艦（日本の軍艦だろう）。その様子を臓
物を入れた大きな鍋に見立てて描いている。
　金子は、この詩に先だって「上海　郁達夫君へ」（「詩集」1928・12）18…を発表している。その
冒頭は、「貴様は上海をのぞいたか。腐つたため槽を、」で始まり、「萬華鏡」の「上海」冒頭と
ほぼ同じだが、その後は全く異なった展開をする。また、省略した「二」には、「臀、臀、臀、
……大きな臀が割れてはひらく。」（「上海　郁達夫君へ」では、「大きな尻がひらいて割れる。」）、
「母となる胎盤はくづれ」（同、「母になる胎盤は崩れ」）のように、一部に共通の表現が見られるが、
17…金子光晴の「上海」は、二つのパートに分かれている。「二」については省略した。引用した部分は「一」にあた
るが、その記載は無い。
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やはり全体としては全く別の作品といって良い。もちろん虐げられた
肉体労働者たちの姿をとらえようとする点で共通のテーマを持ってい
るが、「萬華鏡」所収の詩「上海」は今まで紹介されたことがない作
品である可能性がある。
　金子の詩の後に続く寒松19「奉送」は、「金子光晴夫婦同遊巴里」
と題して金子光晴夫妻を送る漢詩が掲げられている。
　もう一人、行く人として山口慎一の「訣別」という文章が載って
いる。山口は、「萬華鏡」創刊号の巻頭を評論「中国文学界に希望す
ること」で飾った。その後もほぼ毎号寄稿し、朝鮮の文学を紹介し
たり、魯迅の「阿Q正伝」について触れるなど、活発に執筆してき
た。創刊当時は東亜同文書院の学生であった。その彼も卒業ととも
に満鉄に入社し、最初の任地大連へと旅立ったのである。「訣別」は、
人々の友情を感謝し、「今までの自分に訣別する時であることを私は
思ふ」と新たな決意を語っている。大連への転居後も、「萬華鏡」には「大連雑詠」（第 3巻第
4号）を寄せるなど、引き続き関わりをもった。その後の山口は、大内隆雄の筆名で中国、朝鮮
などの作家に関する評論や、それらの作品の翻訳者として活躍することになる。
　本章では金子光晴、山口慎一の二人に焦点を当てた。文芸漫談会、あるいは租界都市・上海
を出入りした日本人は有名無名を問わず多くいる。その中でこの二人は、「萬華鏡」の誌面に
足跡を残して飛躍した文学者として特記される存在である。
8．終わりに
　本論考では、文芸漫談会の機関誌「萬華鏡」について、内山完造による〈漫文〉と「詩歌特輯号」
に始まり、絵画や写真を含めた多様なジャンルへの広がりを分析してきた。「萬華鏡」掲載の
作品については触れることが出来なかったものも多く、さらなる分析を進めていきたい。
　同人雑誌としての「萬華鏡」は、もとより特定の芸術的な主張のために刊行されたものではなかっ
た。内容、あるいは編集の面でも素人臭さを多分に残している。また、当初目指していた日本語・
中国語、いずれの言語でも投稿を受け付ける方針も、実際に掲載された中国語による作品はわず
かに留まった。その一方で、ジャンルを問わず多様なものを受け入れる姿勢は、文芸漫談会の周
囲にある芸術愛好家グループを巻き込んで大きな広がりを見せていたことが、誌面からうかがえ
る。中でもパン・ウルガワによる誌面の大きな変化は、魯迅の著書の装幀を始めとして、上海の
出版界にまで影響が及んでいる。それも意図的なものではなく、パン・ウルガワの上海滞在とい
う偶然によるものだが、そうした偶然を受け入れる余地が雑誌に備わっていたからでもあろう。
　そして同じく偶発的な事態と言って良いのが、著述家として内山完造の誕生である。文化サ
ロンとしての機能も兼ねた内山書店にあって、内山完造が談話の中心にいたことは間違いない。
しかしその場限りの漫談に終わっていたものが、文章として定着された最初は「萬華鏡」の誌
上であった。中国の庶民をスケッチした漫談・漫文から戦後の回想記に至るまで、多くの著書
を送り出した内山完造の原点がここにある。
図 6　金子光晴「上海」
18…『金子光晴全集』第 5巻（中央公論社　1976・9）の「詩拾遺」所収。
19…第 3 巻第 2号の「編輯後記」によれば、中和医院院長の廖換章のペンネームであるという。
